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介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 株式会社Ｅ＆Ｉ 

担当者名   宇多 博之 

担当者連絡先 

住所 
〒812-0011 

 福岡県福岡市博多区博多駅前3-16-10 興産ビル4F 

電話  092-409-1605 

電子メールアドレス  uda@eandi.jp 

主たる業種 情報通信業 

主要な製品 スイッチインタフェース製品等福祉用具 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、リハ、福祉用具貸与サービス事業者 等 

☑医療機関：病院、診療所、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望 可能であれば既にスライディングボードを導入されている施設 

 

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称）  せき損式スライディングボード「つばさ」 

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想定する使用者、使用場面 

●想定する使用者：移乗介助従事者 

●使用場面：車いすとベッド間の移乗介助時に、抱え上げるのではなくボードの上を

滑らせて移乗するのに使用します 
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機能と使用方法、有用性 

●機能： 

・車いすとベッドの座面に橋を架けるように 

置いて使用できるボードです。 

・車いすのタイヤを避ける独自形状で、 

角は滑らかで持ち易く差し込み易いです。 

・ボードの裏面は滑り止め加工してあります。 

 

 

●使用方法： 

・ベッドに対し25度を目安に車いすを寄せ、ブレーキをかけます。 

（ベッドと車いす間の隙間は10cm以内にお願いします。） 

・ベッドを高さ調整し、車いすとの座面間の高さを揃えます。 

・移乗先に近い側のお尻（座骨）を浮かせて、ボードを差し込みます。 

・車いすとベッド間の置き位置をガイドするシール（以下、ガイドシール）と車いす

のタイヤが並行になるようにボード位置を調整して、反対側を移乗先へ渡します。 

・ボード上にお尻（座骨）を乗せ、滑らせるようにして移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●有用性 

・移乗介助において、抱え上げずにボードの上を滑らせての移乗を可能とするため、

介助従事者の腰への負担を大きく軽減します。 

また、持ち易く差し込み易いため、移乗時の効率化をはかることができます。 

 

●せき損式スライディングボード「つばさ」専用サイト 

 https://www.tsubasa-bd.com 

類似する機器との相違 

・他社ボードは、車いす側２点・ベッド側２点の４点で平面を作っているため、安定

的な平面を作るのはボードの幅も広くせざるを得なくお尻の下に差し込みにくい形状

となっており、また、車いすのタイヤと干渉しやすく傾きやすいです。 

・それに対して「つばさ」は、タイヤを避ける車いす側１点・ベッド側２点の３点で

安定的な平面を作っているため、差し込み部の幅もお尻の下に差し込み易いサイズに

抑えられております。よって、タイヤとの干渉で傾くこともなく使い易いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他社ボードは、移乗時のお尻（座骨）の動線上に取っ手などの穴があるため衣服を

挟み込むというリスクがあるが、「つばさ」は動線上に穴はないためリスクは低い。 

https://www.tsubasa-bd.com/
https://www.tsubasa-bd.com/
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当該機器と介護業務との関連性 

・介護対象者の車いすとベッド間の移乗補助用具です。 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。  

●折り曲げによる破損が起こらないか静的強度試験を実施 

1 試験方法 

 ボードを支える支持体間の隙間は150mmと 

する。ボードは水平面上45度傾け、支持体 

にボードの一側を50mm載せた位置に設定 

する（図13）。押し当ては、臀部を載せる 

部分に対し支持体と平行の幅33mmの円柱を 

介して荷重を加える。常温環境下にて試験 

を実施する。 

Mサイズは押し当て加重90kgを10秒間加え 

た後に無負荷を１サイクルとして10回続け 

る。Lサイズは押し当て装置の最大加重で  写真 押し当て装置（荷重とたわみ量を計測） 

ある99.9kgを10秒間加えた後に無負荷を１サイクルとして10回続ける。 

10回終了後、各部に使用上支障のある変形がないことを確認する。 

 

2 結果 

 MサイズとLサイズの双方とも使用上支障のある変形は見られなかった。押し当て荷

重よりも曲げ応力が弱い場合、押し当て部は下がり続けることになるが、MとL共に10

秒間保持することができた。 

Mサイズについて、1回目の（10秒保持時の）たわみは27mm、10回目のたわみ35mmであ

った。Lサイズについて、1回目のたわみは19mm、10回目のたわみ21mmであった。 

 

社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。 

●自立用（せき損障害等の方のリハビリ用）としての実績  

・独立行政法人労働者健康安全機構「総合せき損センター」 10人以上の利用実績 

・国立障害者リハビリテーションセンター別府重度障害者センター 2人の利用実績 

●介助用としてのモニター実績 

・特別養護老人ホーム F（福岡県北九州市） 

 他社ボードに較べて使い易いとユニット毎に1枚、計5枚購入いただきました 

・Ⅰ県立医療大学付属病院 

試用に際しての感想と致しましては， 

 ・表面（材質）が滑るから移動しやすい 

 ・形状が波型であり，持ち手も近くにあるため，引き抜きやすい 

 ・目印がついているので，ボードを差し込む位置がわかりやすい 

などといったように，通常のボード（黒い長方形のもの）と比較して 

使いやすいという感想が多かった、と報告をいただいております。 

 

開発に関する当面の課題 

・ガイドシールに耐久性がないため、長期間使用すると、擦れてガイドの印字が消え

たり、剥がれたりする可能性があります。長期使用に耐えるガイド開発が課題です。 
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３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい ・高齢者の車いすとベッド間の移乗における機能訓練あるいは機能低下予防のための

機器（補助用具）として利用可能か調査を行います。 

また、高齢者の車いすとベッド間の移乗介助における介助従事者の負担軽減に寄与す

る機器となるか調査を行います。 

・身体機能ごとの利用方法について調査を行い、使用上の注意等への反映を行います。 

２．調査概要 １）調査対象： 

・車いすとベッド間の移乗において自立訓練を行っている方および 

 移乗介助されている方 

 

２）調査したい場面、場所： 

・車いすとベッド間の移乗において、自立訓練の場面および介助の場面 

・上記場面が行われる場所 

 

３）調査期間（日数）： 

・30日程度 

 

４）機器の台数： 

・Ｍサイズ２台 および Ｌサイズ２台 の計４台 

 

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ８～９を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 専門職によるアドバイス支援、インタビュー法または質問紙法 

【想定する調査方法】 

・自立用利用か介護用利用かの確認を行う。 

・姿勢保持（身体機能）レベルの確認を行う。 

・自立利用と介護利用とは別に、MとLのどちらを用いるかの確認を行う。 

・対象者の体重はどの程度まで安全に使えそうか（どの程度まで使いたいか）、 

MとLで確認を行う。 

 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 専門職によるアドバイス支援、インタビュー法または質問紙法 

【想定する調査方法】 

・使用しているベッドと車いすが入った利用環境の写真を撮っていただく。 

・車いすおよびベッドのメーカと型番の確認を行う。 

・既に他社ボードを使用されている場合は、そのメーカ名、型番、使用頻度、 

ヒヤリハット等の確認を行う。 
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３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 専門職によるアドバイス支援、インタビュー法または質問紙法 

【想定する調査方法】 

・自立利用者のＱＯＬ向上についての確認を行う。 

・介護従事者の負担軽減状況について確認を行う。 

 

 

４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 専門職によるアドバイス支援、インタビュー法または質問紙法 

【想定する調査方法】 

・他社製品に比べての使い勝手の確認を行う。 

  ・抜き差しのし易さ 

  ・持ち易さ 

  ・セッティングのし易さ 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 専門職によるアドバイス支援、インタビュー法または質問紙法 

【想定する調査方法】 

・利用の継続や普及を後押しするために、以下の着目すべき改善ポイントについて 

確認を行う。 

①説明書の記載内容の見直し 

②使い方動画の活用方法の確認と見直し 

③ボードの耐熱強化（車への移乗利用の必要条件）の必要性について 

④ガイドシールの耐久性強化（彫り込み）の必要性について 

⑤タイヤの干渉対策（タイヤカバー）の必要性について     

・利用継続の意向についての確認を行う。 

 

６．その他 ●移乗時のお尻（座骨）の動線と移乗時にタイヤ等への干渉が無かったかを調査し、

ボードの幅に問題がないか調査を行う。 

●ボードの使い方説明用動画の評価について調査を行う。 

●モニター調査は、モニター先が近距離の場合はモニター先でのアドバイス支援、 

モニター先が遠距離の場合はオンラインによるアドバイス支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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所在地 (本社） ： 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-16-10 興産ビル 4F
（佐賀支店）： 〒840-0824 佐賀県佐賀市呉服元町2-30 FabLab Saga内

連絡先 ： TEL 092-409-1605 FAX 092-409-1606
代表者 ： 代表取締役 宇多 博之
設立 ： 2008年1月11日
ＵＲＬ ： https://www.eandi.jp
Ｅメール ： info@eandi.jp

主な事業内容：
●IoT関連およびWebのシステム・スマートフォンアプリ企画・開発

ユーザーニーズにあったIoT関連およびWebのシステム・スマートフォンアプリを企画から開発・保守までワンストップで行います。

対応プログラミング言語 Ruby、Java、C、C++、PHP、Perl ほか

●ハードウェア開発

・Picot（情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ端末） ・・・ 人感センサー、温度センサー、ボタンを実装した装置

・スイッチスマホコール ・・・ 障害者向けスイッチ一つで電話（スマホ）の発着信を可能とする装置 ・・・ 総合せき損センターとの共同開発

●Webサービス提供

・スイッチテレコールサービス・・・ スイッチ押下で複数の電話、ＬＩＮＥへの通知を可能とするサービス ・・・総合せき損センターとの共同開発

●福祉用具製造・販売

・せき損式スライディングボード「つばさ」 ・・・ 車いすのタイヤと膝裏を避ける独自形状で差し込み易く使い易いスライディングボード

■福岡市経済振興局創業支援施設（インキュベートプラザ博多）卒業企業
■福岡県「2017年医療福祉・社会システム分野対応型ロボット・システム関連製品実証実験促進事業（導入試験）」採択企業
■AMED 九州大学のIoT活用による健康支援プロジェクト2018 参画企業
■福岡県「令和元年度 福岡県福祉機器製品開発支援補助金」採択企業
■2019年度介護ロボットのニーズシーズ連携協調協議会 佐賀県協議会メンバー
■福岡県経営革新計画承認（第6975号） 2020年8月11日承認
・自社製造福祉用具の非対面によるＷｅｂ販売事業

◆福岡ベンチャークラブ会員 ◆福岡商工会議所会員 ◆シニアネット福岡賛助会員 ◆エコ・テクル賛助会員

株式会社Ｅ＆Ｉ 会社概要

mailto:info@eandi.jp
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